
教職員 生徒 保護者 評価 総合

創造性・国際性に富んだ人材の育成 生徒の個性伸長、校訓「進取・好学・敬愛」の具現化 a a a A

自主・自律的な態度の育成 自ら学ぶ態度と自己実現の能力の育成 a a a A

理数科・国際英語科の特色ある取組 SSH事業、海外研修プロジェクトの推進 a A

中高一貫教育の充実 ６年間を見通した系統的・継続的な進路指導・生徒指導の充実 b B

２　教育計画 教育目標を達成するための計画の立案 教育課程の整備、年間行事計画の策定・実施 a a A A A

３　組織運営
ＰＤＣＡサイクルに基づいた学校経営の
推進

自校課題に対応できる組織運営、職員の適性を生かし分掌相互の連携 a A A A

自ら学ぶ意欲と自主的・自律的な学習態
度の育成

「主体的・対話的で深い学び」の授業推進
育成すべき資質能力を踏まえた授業の推進 a a a A

観点別学習状況の評価の確実な実施・
推進

「指導と評価の一体化」で観点別学習状況の評価の充実と研修の実施 a a A

教師の授業力向上
教職員評価システムの活用と授業研究の推進
「主体的・対話的で深い学び」の授業推進 a a A

学級経営の充実 a a A

生徒会活動・部活動等、生徒の自主的活動への積極的支援 a a a A

（１）「自ら学ぶ意欲」と「自主的・自律的な学習態度」を育て、探究的な学習の取組により、深い学びを実現する。
（２）人間尊重の精神と豊かな心を育成し、自他の人権を守ろうとする意識・意欲・態度を身につけた生徒の育成を図る。
（３）施設・設備の充実と周辺環境の整備を行い、強化学習の充実及び部活動等の活性化を推進し、心身ともに健康な学校生活が送れるよう支援する。
（４）教育ＤＸの実現により、新たな学びの模索と効果的・効率的な教務及び校務の実践による、新たな「働き方」を模索する。

学校関係者からの
意見・要望等

令和５年度県立球陽高等学校学校評価（まとめ）

１　学校経営目標

２　学校経営目標に対する取組課題

３　評価･･･Ａ：達成できた(3.2以上)　Ｂ：ほぼ達成した(2.4以上～3.2未満)　Ｃ：あまり達成できなかった(1.6以上～2.4未満)　Ｄ：達成できなかった(1.6以下)

（１） 国際性豊かで主体的な探究心と論理的思考力・表現力を身に付けた人材の育成。
（２） 心身ともに健康で、自己肯定感と他者への思いやりの心を持ち、明るく楽しく日常生活を営むための基本的な資質・能力の育成。
（３） 望ましい学教環境をつくり、健康で快適な学校生活が送れるよう配慮し、施設設備の充実を図り、生徒職員の安全管理を図る。
（４） 働き方改革を推進し、教職員の資質・能力の向上を図るとともに、学校・家庭・関係機関、地域社会との連携を深め、地域に信頼される学校づくりを行う。

具体的目標 具体的方策
自己評価 学校

関係者
評価

４　教科指導

１　教育目標 A A

A A

５　特別活動 自主性・自律性の確立 A A

〇令和５年度はSSHの過渡
期で多方面への調整や新
たな取組の立ち上げも多く、
学校内も落ち着かなかった
と思います。そのような中生
徒とともに新たな学校づくり
に取り組む姿勢は素晴らし
いです。
自己評価ではわずかに「ｂ」
評価も見受けられますが、
詳細に見ていくと、変動によ
るものや過渡期による影響と
思われるものがほとんどで
す。一方４年間で最高スコア
を示した項目も見られます。
例えば中学校職員「生徒と
教師の信頼関係構築」高校
職員「中高一貫を見据えた
方向性の共通理解」が高い
ことはこれからの球陽高・中
に力強い結果だと言えま
す。いつも学校運営や生徒
指導に真摯に取り組んでい
ただきありがとうございます。

●中高一貫教育の項目が
評価「ｂ」になっているが課
題点の分析やその対応策
の話し合いはできているの
か。
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３　評価･･･Ａ：達成できた(3.2以上)　Ｂ：ほぼ達成した(2.4以上～3.2未満)　Ｃ：あまり達成できなかった(1.6以上～2.4未満)　Ｄ：達成できなかった(1.6以下)

具体的目標 具体的方策
自己評価 学校

関係者
評価

基本的生活習慣の確立 遅刻指導、身なり指導の徹底と挨拶の奨励 a a a A

交通安全教育の推進 交通安全講話の実施、登下校の安全指導 a a a A

問題行動の未然防止 全体集会、学年朝会における指導 a b a A

目的意識の高揚、進路の早期決定 進路講話、三者面談、進路統一ＨＲ等の実施 a a a A

各種講座、放課後学習会、小論文指導の実施 a a A

家庭学習の充実、自学自習の習慣化を図る a b a A

適切な進路情報の提供 進路だより、進路のしおりによる情報提供 a a a A

いじめ防止、人権尊重の態度の育成 a a a A

教育相談事業の充実 a a a A

生徒の安全確保及び施設の安全管理 a a a A

清掃指導と校内施設の整備 a a a A

学習環境の整備、学校の緑化 a a a A

外部講師を招聘した職員研修の実施 a A

授業研究の継続と授業改善の推進 a A

ＰＴＡ活動の活性化・保護者との連携強化 a a a A

ホームページ等を通した学校の情報公開 a b b B

A A

７　進路指導 A

開かれた学校づくり A A

A A

６　生徒指導

●中高連携について、中高
職員共にすべての項目にお
いて「ｂ」の評価になってい
ます。中高一貫になって早８
年が経ちますが、教育の方
向性、生徒育成の具体的な
取組、中高職員の連携につ
いて、教職員の方々が不安
や不満を抱くことなく教育活
動ができればいいなと思い
ます。
 
〇今年度はコロナ対策の
様々な制約がなくなり、学習
活動や学校行事に活気が
戻ってきたことが生徒の評
価でよく伝わります。この間
の先生方の工夫と支援に心
から感謝します。

●生徒や保護者の意見で
制服についていろいろな意
見がありますが、規定通りの
制服を正しく着ることの大切
さを理解できない生徒がい
ることに不安を感じました。
寒さ対策の制服の改善は必
要だとは思いますが規則を
を守ることも大事なことなの
で、ご指導よろしくお願いし
ます。

〇学校運営は教職員の負
担の上に成り立っていると
思っています。中部地区唯
一の進学校として設立され
た学校の本来の目的が薄れ
ることのないようこれからもよ
ろしくお願いいたします。

９　環境美化 学習環境の整備 A A

A自己実現のための学力の伸長

８　健康・安全
指導

自他の生命を尊重し、安全で安心な学校
づくり A A

10　研究研修 教職員の資質・能力の向上

11　家庭・
地域社会
との連携


